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1.  

 

1  

内田工業株式会社 

 

2  

〒433-8103 

静岡県浜松市北区豊岡町 307-7 

TEL:053-438-7711 

FAX:053-438-0224 

URL:http://www.uchida-kogyo.jp/ 

 

3  

代表取締役社長:内田成俊 

 

4  

金属製品(治具･金型等)の設計、製作、販売 

金属製品試作部品の製造 

 

5  

従業員数:13 名 

床面積:1,378 ㎡ 

 

6  

久米 昭宏 

 

7  

創業:昭和 57 年 

エコアクション 21 認証･登録:平成 17 年 4 月 26 日 

認証登録番号:0000271 
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3  

(1)  

・環境方針に基づき、環境管理責任者に指示・承認を行います。 

・環境方針に基づき、全体の活動や周囲の状況等から必要に応じて改訂の指示をします。 

・環境管理の構築・運用・維持に必要な資源を準備することを容認します。 

 

(2)  

・構築・運用に関する情報を環境経営最高責任者に報告・提案をします。 

・環境管理推進者、リサイクル・可燃ごみ低減推進者に対して、環境方針に基づき、より効果的な環

境活動をするための助言を行い、実施状況を常に把握します。 

・社内で使用している危険物質の情報を保持し、適正に管理します。 

・非常事態の際に全従業員の安全確保・環境汚染状況の確認、社外への連絡指示、社長不在時には代

行して指示や処置をします。 

 

(3)  

・環境活動に関する社内の活動全般の運用、維持、推進を随時行い、記録します。 

・環境活動に関する社内の活動で改善すべき点、又は提案がある場合、速やかに環境管理責任者に

報告し、必要に応じてその議題を社内会議で検討します。 

・非常事態に備え、社内ガイドラインに基づいた訓練の実施や備品の管理をします。 

 

(4)  

・社内でのリサイクル、可燃ごみ低減を遂行するために情報収集をして活動へ反映させます。 

・活動のための物資を調達し、配置します。 

 

(5)  

・環境管理責任者、環境管理推進者、リサイクル・可燃ごみ低減推進者と情報共有をします。 

・環境活動に関する情報を収集し、環境関連文書・記録の作成をします。 

 

(6)  

・環境方針・環境目標を認識し、遵守・達成するよう努めます。 

・環境活動に関する社内会議に積極的に参加し、発言・提案をします。 

・環境活動について提案等がある場合には、速やかに各推進者に報告します。 
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3.  
 

 

 

【1】人と地球にやさしい事業活動を行い、環境負荷の低減に努めます。 

【2】環境経営システムを効果的に運用すること及び環境保全に努めることにより、継続的な改善を

図ります。 

【3】環境に関する法規制や地域との協定を遵守し、行動します。 

【4】当社が行う環境活動は、以下を重点項目とします。 

 (1) 工場、事業所内での省資源、省エネルギーの取り組み 

 (2) 廃棄物、排出物の低減 

 (3) 化学物質の外部への流出防止の徹底 

 (4) 上記事項の管理の徹底 

【5】全従業員に環境方針の周知徹底をします。 

【6】本方針に基づき、環境方針を定め環境活動計画に沿って自主的且つ積極的に活動を展開すると

ともに、定期的な見直しを実施します。 

 

 

制定日 2003 年 3 月 31 日 

改訂日 2014 年 7 月 25 日 

代表取締役社長 内田成俊 
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4.  
 

昨年度の実績をもとに、項目ごと目標とする割合を定め、以下を 2016 年度以降の目標値としました。 

 

 

 

 

 

 

※二酸化炭素排出係数は 0.486(平成 27 年度実績 平成 28 年 12 月 27 日公表 中部電力)を使用して 

います。 

※2015 年度同様、廃油は熱利用していますので、二酸化炭素排出量に含めていません。 

  

2016 2016 2017 2018 2019

87,055 88,926 86,981 86,981 86,981

- 2.1% -2.2% 0.0% 0.0%

169,509 173,510 169,509 169,509 169,509

- 2.4% -2.3% 0.0% 0.0%

82.1 76.0 76.0 76.0 76.0

- -7.5% 0.0% 0.0% 0.0%

1,907 1,883 1,883 1,883 1,883

- -1.3% 0.0% 0.0% 0.0%

221 208 228 218 208

- -6.0% 9.6% -4.4% -4.6%

11,231 2,750 5,040 5,040 5,040

- -75.5% 83.3% 0.0% 0.0%

3,881 1,950 3,240 3,240 3,240

- -49.8% 66.2% 0.0% 0.0%

7,350 800 1,800 1,800 1,800

- -89.1% 125.0% 0.0% 0.0%

174 167 167 167 167

- -4.3% 0.0% 0.0% 0.0%

60.2% 67.2% 68.5% 69.2% 69.9%

- 11.7% 2.0% 1.0% 1.0%

 (kg-CO2)

 (kWh)

Ṗ

 (kg)

 (L)

 (kg)

 (kg)

 (kg)

Ṗ

 (kg)

 (m3)

 (%)
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5.  
 

青字部分は 2017 年度に新たに加えた活動内容等です。 
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6.  
 

  
2016  

 

2017  

 

2017  

 
 

 (kg -CO2)  
88,926  86,981  102,164  

ú 
2.1Ṿ -2.2 %  17.5 % 

  

 (kWh)  

Ṗ  

173,510  169,509   207,198  
ú 

2.4Ṿ -2.3 %  22.2 % 

 (kg)  
76.0  76.0   109.7  

ú 
-7.5Ṿ 0.0%  44.3 % 

 (L)  
1,883  1,883  2,315  

ú 
-1.3Ṿ 0.0%  22.9 % 

 (kg)  
208  228   188  

Ẇ 
-6.0Ṿ 9.6 %  -17.5 %  

 (kg)  
2,750  4,86 0 2,800  

Ẇ 
-75.5Ṿ 83.3 % -42.3 %  

  

 (kg)  

Ṗ  

1,950  3,060   2,700  
Ẇ 

-49.8Ṿ 66.2 % -11.8 %  

 (kg)  
800  1,800   100  

Ẇ 
-89.1Ṿ 125 % -94.4 %  

 (m 3)  
167  167   161  

Ẇ 
-4.3Ṿ 0. 0%  -3.6 %  

 (%)  
67.2 % 68.5 % 63.6 % 

ú 
11.7Ṿ +2 .0%  -7.2 %  

 

 

備考）二酸化炭素排出量の排出係数は、下記変更しました。 

 2016 年度実績 2017 年度実績 

電気使用量 0.486 0.486 

ガス使用量 LPG 0.0598 0.0135 

ガソリン使用量 0.0671 0.0183 
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1   

2016 年度対比－2.2%の目標値 86,981 kg-CO2 を掲げて取り組みましたが、目標対比 17.5%アップの

102,164kg-CO2 となり大幅な目標未達成となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

要因は、次項で記載する「電気使用量」の未達です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

尚、廃油排出量のカウントは、産業廃棄処理業者が熱源に再利用している確認が得られたため 

2015 年度より算入していません。 
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(1)  

2017 年度も、昨年度に続き目標未達に終わりました。2017 年度目標値 169,509kWh に対して、結

果は 207,198kwh となり、目標値対比 22.2％アップの大幅未達でした。 

昨年度 2016 年度は、2015 年度対比－2%の目標値 169,509 kWh を掲げて取り組みましたが、2015

年度対比+0.3%の 173,510kWh となり目標未達成となりました。その為、2017 年度目標値は、2016 年

度目標値 169,509 kWh を据え置き取り組んできました。 

主な要因は、2015 年度の取組で 2014 年度対比、大幅な低減を達成し、継続した低減施策展開した

が、新たなる低減施策の実行が出来きていません。 

更には生産高のアップにより稼動時間の延長によるものです。特に、ワイヤーカット機械等の、

夜間・休日無人自動運転の稼働が増加してきているものです。加工精度保持の為、空調も同時に稼

働しているため電気使用量が増しています。 

生産高向上は、経営上重要なことであります。2018 年度に向けては、更なる生産高向上を目指し

つつ、電気使用量は抑制すべく、生産高を考慮した目標値の設定に見直していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  加工機械の無人自動運転は、今年度（２０１７年度）７月より１０回/月を超える頻度となり、

更に、空調ＯＮ時期（７月度～９月度、１月度～３月度）に稼動頻度が高くなっています。  
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(2)  

2017 年度目標値 76.0kg に対して、結果は 109.71kg となり、目標値対比 44.3％アップの大幅未達で

した。温水器用と暖房ガスストーブ用ですが、冬場の食堂において寒さが厳しくエアコンのみでは

部屋を適温に保つことが出来ず、暖房ガスストーブの併用が主要因でした。 

昨年度の目標値設定の折には、2016 年度実績値７６．０ｋｇを生涯目標とすることを決めました

が、冬場の食堂を適温にする必要があります。エアコンの機能・性能については、業者に点検をして

いただきましたが不備はありませんでした。従って、暖房ガスストーブの併用を継続致します。 

次年度 2018 年度の目標値は、2017 年度実績値対比 2％減の、107.5kg とします。 

 

 

 

 

(3)  

 2017 年度目標値 1,883ℓに対して、結果は2,315ℓとなり、目標値対比22.9％アップの大幅未達でし

た。要因は、遠隔地への商談・納品が発生したことと、近郊の熱処理依頼・受取の頻度が増したこと

です。 

昨年度の目標値設定の折には、2016 年度実績値 1,883ℓを生涯目標とすることを決めましたが、 

遠隔地への商談・納品は、経営上必要不可欠であり、目標値設定を変更します。 

 

次年度 2018 年度目標値は、

2017年度実績値 2,315ℓに対し

て 2％減の 2,269ℓとします。

手段としては、2017 年 12 月

から取組を開始した「浜松市

エコドライブ推進事業」での、

「ふんわりアクセル」「早め

のアクセルオフ」の励行です。 
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(4)   

 2017 年度 11 月に新規登録し、「ふんわりアクセル」「早めのアクセルオフ」の励行の、この約半年

間での試算実績では,ガソリン量で 251ℓ、燃費改善率で 15％

の抑制が出来ています。 

  

2018 年度も継続して、エコドライブに取り組んでいきます。 

 

 

 

 

 

 

 

6825km 4629km

2,414km 2,763km

16,631km

15%
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2 ṕ Ṗ 

 2017 年度目標値 228kg に対して、結果は 188kg となり、目標値対比 17.5％削減が出来、目標達成

しました。しかし、2017 年度目標値は、事業所内の不要な書類を整理・整頓を行う計画分を 20kg 上

乗せしました。2017 年 8 月に事務所備品倉庫の整理・整頓を実施し、15kg 分の可燃ごみを排出しま

した。 

 2018 年度は、事務所備品倉庫以外の倉庫やキャビネットの整理・整頓を行う計画とし、2018 年度

目標値は、2017 年度実績値に 20kg を上乗せし、208kg とします。 
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3  

(1)   

2017 年度目標値 3,060kg に対して、結果は 2,700kg となり、目標値対比 11.8％削減が出来、目標達

成しました。各工作機械ごとに、クーラントや切削油・潤滑油の交換排出計画を立て、長寿命化への

実績データ化を図ってきたことが功を奏しています。2018 年度も、交換排出計画を立てたうえで目

標値の設定をしていきます。また、ウエスについては、廃油扱いの排出とはせずに済む「リース」の 

検討もしていきます。 

 

  

200 100 200 200 700

C5 50 50

200 200
150 150

300 350 300 350
300 300

150 150
200 200 200 200

G-30 100 150 100 150
G-40ND 100 150 100 150

310 300 310 300
GS-DHF 100 100 100 100

120 100 120 100
GIS-200SH 100 50 100 50

T-125N 330 330
200 200

200 400 200 400
300 450 750
-100 -100

600 400 1,230 1,450 830 300 400 850 3,060 3,000
540 360 1,107 1,305 747 270 360 765 2,754 2,700

GPH-40B

GS-65PF

YZ500

QTN200
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(2 )   

 2017 年度目標値 1,800kg に対して、結果は 100kg となり、目標値対比 94.4％の大幅削減が出来、

目標達成しました。2017 年度目標値は、事業所内２階倉庫等の整理・整頓を行う計画分を 1,000kg

上乗せしました。しかし、２階倉庫等の整理・整頓は実施することが出来ず、この分が大幅削減と

なってしまいました。 

次年度 2018 年度目標値は、整理・整頓の見込み量 1,000kg を 2017 年度実績値に上乗せした 1,100kg

とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4   

  2017 年度目標値 167 ㎥に対して、結果は 161 ㎥となり、目標値対比 3.6％の削減が出来、目標達 

成しました。 

意識向上・行動は着実に定着し、2013 年度以降により順調に低減が進んできています。 

  次年度 2018 年度目標値は、2017 年度同様に 2016 年度実績値 167 ㎥を生涯目標とします。 
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5   

  2017 年度目標値 68.5％に対して、結果は 63.6％となり、目標値対比 7.2％のダウンとなり、目標

未達となりました。 

評価尺度は 2013 年度より、事務用品の総購入品目数対比、グリーン購入対象品目の件数割合

（％）としてきています。着実に年度ごとに比率は拡大出来ていますが、事務用品メーカー・ 

販売店による環境対応品目は頭打ち状態であり、目標未達となっています。 

次年度 2018 年度目標値は、2016 年度実績値の 67.2％を据え置きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【6】教育・訓練  

 （１）教育・訓練の計画 2017 年度（2017/7/1～2018/6/30） 
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 （２）教育・訓練の記録 2017 年度（2017/7/1～2018/6/30） 

 

 

 

 

1 60

2 30

3 10

4 30

5 15

6

7

8 10

9 10
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7.   

1  

2017  
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27 20    
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2017  
/
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2 ṕ201Ị Ṗ  

(1)201 Ị  

今年度 201７年度の、二酸化炭素排出量 (kg-CO2)は、目標未達成でした。 

次年度におきましても、電気使用量と廃油排出量の目標値設定とその取り組みを重点取組課題

と致します。 

【2018 年度目標値の考え方】 

電気使用量 (kWh) 

   生産高の変動に伴う工作機械や空調設備稼動時間の変動で大きく変化します。 

生産高向上は、経営上重要なことであり、更なる生産高向上を目指しつつ、電気使用量は抑 

制すべく、生産高を考慮した目標値の設定に見直していきます 2017 年度対比で生産高は 

10％向上を目標とし、電気使用量は 0.7％抑制を目標とします。「電気使用量/生産高指数」 

は 2017 年度は 1.11 でしたが、2018 年度は 1.00 が目標となります。 

  ガス使用量 (kg) 

    目標未達成の主要因は、冬場の食堂において寒さが厳しくエアコンのみでは部屋を適温に 

保つことが出来ず、暖房ガスストーブの併用でした。エアコンの機能・性能については、業 

者点検を実施しましたが不備は無く、暖房ガスストーブの併用を継続致します。2018 年度 

の目標値は、2017 年度実績値対比 2％減の、107.5kg とします。 

2017 2017 2018 2019 2020

86,981 102,164 101,539 101,289 100,764

- 17.5% -0.6% -0.2% -0.5%

169,509 207,198 205,820 205,306 204,225

- 22.2% -0.7% -0.3% -0.5%

76.0 109.7 107.5 107.5 107.5

- 44.3% -2.0% 0.0% 0.0%

1,883 2,315 2,269 2,269 2,269

- 22.9% -2.0% 0.0% 0.0%

228 188 208 198 188

- -17.5% 10.6% -4.8% -5.1%

4,860 2,800 4,367 4,367 4,367

- -42.4% 56.0% 0.0% 0.0%

3,060 2,700 3,267 3,267 3,267

- -11.8% 21.0% 0.0% 0.0%

1,800 100 1,100 1,100 1,100

- -94.4% 1000.0% 0.0% 0.0%

167 161 167 167 167

- -3.6% 3.7% 0.0% 0.0%

68.5% 63.6% 67.2% 67.2% 67.2%

- -7.2% 5.7% 0.0% 0.0%

 (m3)

 (%)

 (kg)

 (kg)

 (kg)

Ṗ

 (kg)

 (kg-CO2)

 (kWh)

Ṗ

 (kg)

 (L)
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  ガソリン使用量 (L) 

    目標未達の主要因は、遠隔地への商談・納品が発生したことと、近郊の熱処理依頼・受取の 

頻度が増したことです。取引先拡大は経営上必要不可欠であり、走行距離を減するのでは 

なく、2017 年 12 月から取組を開始した「浜松市エコドライブ推進事業」での、「ふんわり 

アクセル」「早めのアクセルオフ」の励行で、燃費改善を図り、2017 年度実績値 2,315ℓに 

対して 2％減の 2,269ℓとします。 

 

  一般廃棄物排出量 (kg) 

   2017 年度は事務所備品倉庫の整理・整頓を計画し、目標値も整理・整頓分で 20ｋｇを上乗 

せしました。結果は整理・整頓分で、15kg 分の可燃ごみを排出しました。継続した整理・ 

整頓は必要であり、事務所備品倉庫以外の倉庫やキャビネットの整理・整頓を行う計画と 

し、2018 年度目標値は、2017 年度実績値に 20kg を上乗せし、208kg とします。 

 

  廃油排出量 (kg) 

    目標達成の主要因は、各工作機械ごとに、クーラントや切削油・潤滑油の交換排出計画を 

立て、長寿命化への実績データ化を図ってきたことです。2018 年度も、交換排出計画を立 

てたうえで目標値の設定をしていきます。・・・次頁参照 

 

混合廃棄物排出量 (kg) 

  2017 年度目標達成の主要因は、事業所内２階倉庫等の整理・整頓を行う計画分 1,000kg を 

見込んでいましたが、実行することが出来ませんでした。2018 年度は、整理・整頓分を 

1,000kg を見込み、2017 年度実績値に上乗せした 1,100kg とします 

 

  水使用量 (m3) 

    意識向上・行動は着実に定着し、2013 年度以降により順調に低減が進んできています。 

2018 年度目標値は、2017 年度同様に 2016 年度実績値１６７㎥を生涯目標とします。 

 

  グリーン購入 (%) 

    目標未達の主要因は、事務用品メーカー・販売店による環境対応品目は頭打ち状態であり、 

比率の向上が図れていません。2018 年度目標値は、2016 年度実績値の６７．２％を据え 

置きます。 
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廃油排出量の計画化 

 昨年度より各工作機械ごとのクーラント・潤滑油の交換を計画化し、その計画値を目標としまし

た。今年度も継続し、このデーターを継続する事で、工作機械ごとの交換頻度の適正値や油種によ

る有意差を求めていきます。 
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 (2)2016  

 これまでの環境活動において、実施し定着化された活動内容は記載を省いています。重点取組課

題は、一昨年度に引き続き電気使用量低減と、昨年度に引き続き廃油排出量低減に取り組んでいき

ます。 

 

教育・訓練の計画 2018 年度（2018/7/1～2019/6/30） 

 

  

3

2

1
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8Ḱ  
 環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制は遵守されていました。尚、違反訴

訟及び近隣からの苦情含めても、過去 6 年間ありませんでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  フロン排出抑制法と安全衛生法については、更新審査（2017/3/24）において指摘があり、 

2017 年度より追加をしています。 
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9Ḱ  
 環境目標に対する今年度の実績は、二酸化炭素排出量が２年連続で未達成でした。構成する電気

使用量・ガス使用量・ガソリン使用量の 3 種が全て目標に対して大幅な未達成でしたが、原因分析

はされ、経営的には使用量増も必要不可欠でした。 

今年度の昨年度対比生産量は、製品総重量で４３％増加し、生産高指数で５．５％高まったなか

で、電気使用量は１９％増加しました。今年度の生産高指数は１０％向上を目標とするなかで、電

気使用量は昨年度同等を目指していただきたい。そして生産高指数は経営上変動致しますので、そ

の変動結果で電気使用量目標値を補正してください。 

 ガソリン使用量については、遠隔地への商談・納品が発生したことと、近郊の熱処理依頼・受取の 

頻度が増したことの原因分析がされてます。取引先拡大は経営上必要不可欠であり、走行距離を減

するのではなく、2017 年 12 月から取組を開始した「浜松市エコドライブ推進事業」での、「ふんわ

りアクセル」「早めのアクセルオフ」の励行で、燃費改善を図ってください。 

今年度は、ガイドライン２０１７年版に基づき、環境経営を実現すべく、「環境経営方針」「環境経

営目標」「環境経営計画」「環境経営レポート」へと進化させる検討を進めていきましょう。 

以上 


